
NPO法人ブレイブサークル運営委員会
活動報告（平成 28 年度第 2四半期）

当法人の平成 28 年度第 2 四半期活動内容について、 下記の通りご報告致します。

8 月 24 日 （水）、 「平成 28 年度大腸がんに関する全国意識調査」

の集計結果を情報発信の参考資料として役立ててもらうため、 多く

の方々に発信されることを目的として、 全国および 47 都道府県のメ

ディアにニュースリリースを配信しました。

本調査は当法人が本年 5 月、 インターネット意識調査により、 大腸

がん検診対象世代である 40 代～ 60 代の全国の男女 14,060 名を対

象に行ったものです。 当法人では、 同様の意識調査を平成 24 年

度より毎年実施しています。 今回の集計の結果、大腸がん検診 （便

潜血検査） を毎年受けている人の割合は 39.9％で、 昨年の同調査

に比べ 2.1 ポイント上昇しました。

一方、 国は科学的根拠に基づき大腸がん検診 （一次検査） には

便潜血検査を推奨していますが、 大腸がん検診の内容を 「便潜血

検査」 と正しく回答した人が 58.5％に対し、 「大腸内視鏡検査」 を

はじめとしたその他の検査と回答した人が 21.3％、 および検査の内

容を 「知らなかった」 と回答した人が 20.2％と、 4 割以上の人が国

の推奨する大腸がん検診の内容 （＝便潜血検査） を知らないことが

わかり、 大腸がん検診の認知向上に更なる啓発活動が必要であると

感じました。

これらの結果の詳細については、 当法人の Web サイトに同リリース

および 47 都道府県別の調査結果グラフを掲載していますので、 是

非ご覧ください。

http://bravecircle.net/cancer/survey

平成28年度 大腸がんに関する全国意識調査
調査結果をニュースリリース
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今年度も、 東京ボランティア ・ 市

民活動センターが実施する 「夏の

体験ボランティア」 キャンペーン

2016 と連携し、 8 月 2 日 （火）

に都内在住の中学生 1 名、 高校

生 2 名の計 3 名をボランティアとし

て受け入れ、 活動に参加していた

だきました。

当日はまず当法人の活動内容について概要を説明した後、 会員や

全国の自治体へ送付する第 1 四半期報告書の封入作業を行いまし

た。 ３名の学生ボランティアの皆さんに協力していただいたお陰で、

予定していた作業は余裕をもって終了することができました。 作業

終了後は、 理事長が自らの大腸がん経験について講義を行い、

大腸がんの早期発見 ・ 早期治療の重要性について学んでいただき

ました。

今回ボランティアに参加していただいた学生 3 名のうち、 1 名の方

からは、 また当法人のボランティア活動に参加してもよいとの回答が

得られました。 この 「夏の体験ボランティア」 は来年度も連携を継

続していく予定です。

当法人では、 これ以外にも年間を通じてボランティアを募集してま

す。 詳しくは Web サイトをご覧下さい。

http://bravecircle.net/support/volunteer

武蔵野市 ・ 三鷹市のウオーキングコースを楽しみながら大腸がん検

診の大切さを学ぶ Tokyo 健康ウオーク 2016 は、 東京都との共催

で 11 月 23 日 （祝） に予定していますが、 それに先立って、 当法

人が無償で提供している大腸がんクイズラリーを活用したプレイベン

トを、 本イベント会場の近隣エリアで実施しました。 9 月 17 日 （土）

にはイトーヨーカドー武蔵境店で、 9 月 24 日 （土） にはイトーヨー

カドー武蔵小金井店で行い、 買い物に訪れた家族連れを中心に参

加を呼びかけました。

クイズに全問正解した人には、 景品として通常ご用意しているメモ

帳に加え、 大腸がん撲滅トイレットペーパーを差し上げました。 武

蔵小金井店では大腸トンネル探検隊も設置し、 小さなお子さん達が

トンネルの中に入って病変くんマークを数える光景が見られました。

武蔵境店では 533 名、 武蔵小金井店では （雨天により屋内のみの

縮小開催となりましたが） 183 名の方がクイズラリーに参加しました。

当日の運営はボランティアにも協力していただきました。
図 2　大腸がん検診 （便潜血検査） 内容の認知

当ニュースリリースは多くのメディアに取り上げられました。

（報道実績） 山口新聞、 徳島新聞、 伊勢新聞、 秋田魁新報、 山

陽新聞、 神奈川新聞、 岩手日日新聞、 上毛新聞、 大分合同新聞、

デーリー東北、 京都新聞、 埼玉新聞、 福島民報、 中部経済新聞、

熊本日日新聞、 YAHOO! ニュース、 47NEWS、 nifty ニュース、

あなたの健康百科　他

図 1　大腸がん検診 （便潜血検査） の受診有無　

夏の体験ボランティア受け入れ

Tokyo 健康ウオーク 2016 のプレイベントを実施

イトーヨーカドー武蔵境店 イトーヨーカドー武蔵小金井店



稲城市（東京都）

早いもので今年も 11 月と

なり、 次第に肌寒くなって

参りました。 新たな顔ぶれ

となった事務所のメンバー

も段々と仕事に慣れてきた

ように思います。 今回リリー

スのご報告をした大腸がん

に 関 す る 全 国 意 識 調 査

は、 実施を始めて今年で

5 年目となりますが、 今後

も 調 査 内 容 を ブ ラ ッ シ ュ

アップしつつ、 有用な調

査結果が得られるよう努力

して参ります。 またそれと

同時に、 現在までの実績

を踏まえ、 来年度の事業

計画の策定も始まっていま

す。 引き続き大腸がん検

診の受診率向上のために

取り組んでまいりますので、

ご理解とご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。
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「大腸がん撲滅」 のロゴマークは
大腸がん検診 ・ 精密検査の

普及啓発活動に用いています

当法人では大腸がん検診 ・ 精密検査の受診を勧奨するための小冊

子や大腸がん検診啓発ポスターを全国の都道府県や市区町村等に

提供しています。 9 月末現在で、平成 28 年度版の小冊子 （3 種類）

は 993 の自治体や団体から計 2,781,776 部、 ポスターは計 3,058 部

のお申し込みがあり、 活用していただいております。 これらの小冊

子やポスターは来年度も無償提供を行う予定です。

また有償で提供している大腸がん撲滅トイレットペーパーについて

は、 ７〜９月末までの３か月で６４件、 ４２９ケースのお申し込みがあり、

昨年度と比べて大幅な増加傾向となっています。

＜お申し込み方法＞
当法人 Web サイト「受診勧奨用資材」バナーよりお申し込みください。

http://www.bravecircle.net

大腸がん検診受診勧奨用資材の活用状況

 

全国の都道府県 ・ 市区町村等での大腸がん検診啓発活動を支援す

るため、平成 28 年度 「大腸がんクイズラリー」 運営資材の提供を行っ

ています。 7 ～ 9 月末までの 3 ヶ月で 77 の都道府県 ・ 市区町村、

その他の団体からお申し込みをいただきました。 またこの時期に実施

報告をいただいた中からクイズラリーの様子を写真でご紹介します。

平成28年度「大腸がんクイズラリー」運営資材提供
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北海道 ・東北エリア 

北海道 ［北海道、 室蘭市、 釧路市、

雨竜町、 訓子府町、 日高町、 新ひ

だか町、 厚岸町］ 青森県 ［田子町］

宮城県 ［女川町］ 秋田県 ［三種町］

関東 ・甲信越エリア

栃木県 ［栃木県、 野木町］ 千葉県

［銚子市、 市原市、 白井市］ 東京

都 ［港区、 日野市］ 神奈川県 ［横

浜市南区、 横浜市港北区、 川崎市

中原区、 大磯町］ 新潟県 ［妙高市］ 富山県 ［氷見市］

厚岸町（北海道）

中部 ・北陸エリア

石川県 ［加賀市、 白山市、 津

幡町］ 福井県 ［福井県、福井市、

敦賀市、 あわら市、 越前町］ 長

野県 ［長野県、飯田市、王滝村］

岐阜県 ［高山市、 多治見市、 土岐市、 海津市、 岐南町］ 静岡県

［熱海市、 湖西市］ 三重県 ［松阪市、 鳥羽市］

近畿 ・中国エリア

滋賀県 ［近江八幡市］ 大阪府 ［大

阪市港区、 大阪市大正区、 枚方市、

八尾市、 泉南市、 千早赤阪村］ 兵

庫県 ［西宮市、 小野市、 たつの市］

奈良県 ［王寺町］ 和歌山県 ［田辺市、

広川町］ 鳥取県 ［鳥取県］ 島根県 ［浜

田市、 邑南町］ 岡山県 ［笠岡市、

瀬戸内市、早島町］ 広島県 ［竹原市、

府中市、廿日市市］ 山口県 ［下関市、

和木町］

四国 ・九州 ・沖縄エリア

香川県 ［三木町］ 高知県 ［須崎市、 香美市］ 福岡県 ［中間市、

筑紫野市］ 熊本県 ［氷川町］ 大分県 ［宇佐市］ 宮崎県 ［日向市］

鹿児島県 ［指宿市］

中間市 （福岡県）

その他の団体

オリンパス株式会社、 大腸肛門病センター高野病院、 リレーフォー

ライフ広島実行委員会、 済生会熊本病院、 公益社団法人埼玉県

臨床検査技師会、 公立つるぎ病院

＜実施報告で寄せられた感想＞
都道府県や市区町村の担当者からは 「大腸がんクイズラリー」 実施

報告を通じて、 次のような感想をいただきました。

・ ポスターの枚数が増え、 より具体的な内容になったと思います。

・ 大腸がんの現状や検診内容について誤って認識している方も多

く、 検診の必要性について普及啓発する機会になりました。

・ 使用しているイラストが少し大人向けであるように感じ、 子供が好

むようやわらかい挿絵があるとよいと感じました。

・子ども （小学生、 中学生） でも分かりやすく、 親と一緒にポスター

を見ながら参加していただき、 とても良かったです。

　　　中能登町（石川県）

奈良市（奈良県）

松江市（島根県）

八幡浜市 （愛媛県）


